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平成 27年 8 月 17日 

 

各 位     

 

 株 式 会 社 Ｒ Ｖ Ｈ 

 代表取締役社長  沼田 英也 

 （東証二部・コード 6786） 

 問合せ先 取締役管理部長 斉藤 順市 

 電話（03－6277－8031） 

 

 

当社子会社によるデジタル認証システム「STAMP」に係る合弁契約の締結及び 

同合弁会社による日本国内における「STAMP」独占販売契約の締結に関するお知らせ 

 

当社子会社であるＫ２Ｄ株式会社（以下、「Ｋ２Ｄ」という）は、本日付にて STAMP Pte Ltd.

（以下、「STAMP Pte」という。）との間でデジタル認証システム「STAMP」に係る合弁契約の締結

を決議し、また、同合弁契約に基づきＫ２Ｄ及び STAMP Pte の合弁会社となる Stamp 

Technologies Japan 株式会社（以下、「STJ」という。）は、本日付にて、STAMP Pte との間で日

本国内における独占販売契約及びライセンス契約の締結を決議し、STAMP Pteの保有するデジタ

ル認証システム「STAMP」を活用した事業を開始することといたしましたので、お知らせします。 

 

記 

 

１．目的 

従来より、一般消費者をサービス提供対象とする企業や店舗（飲食店、美容室、小売店、フィ

ットネスジム、ホテル等）では、顧客の囲い込みや来店促進等のマーケティング戦略の一環とし

て、紙媒体のポイントカードが多く活用されていましたが、昨今のスマートデバイスの急速な普

及に伴い、ポイントカードを紙媒体方式からデジタル方式へ移行する企業・店舗は年々増加して

おります。 

 

STAMP は、今まで紙媒体をベースに運用されていたスタンプカードやポイントカードの機能を

スマートフォン、タブレット等の電子端末上で実現できるソリューションで、サービス提供店舗

等に設置された専用機器からスマートフォンに直接タッチするという直観的で簡単な操作によ

り、顧客のポイント取得・蓄積を可能とするデジタル認証システムです。 

 

STAMP Pte の前身であるタイ法人 Mobiliti Company Ltd は、2011 年の設立以降、同社の独自

システムである STAMP の開発を進め、世界有数の金融機関である「Citi Bank」、大手ガソリンス

タンド「Esso」、タイのビールブランドである「SINGHA」、タイ・中国に展開するスーパーマーケ

ットチェーン「Tesco Lotus」等と、主にスマートフォン向けのスタンプカードの代替として STAMP

デバイスの導入に関する提携を進めており、STAMP アプリは現在までに 35 万人のユーザーにダ

ウンロードされ、100万件以上のトランザクションを達成してまいりました。 

更に、STAMP の利便性や革新性などが評価され、「Echelon2013 Thailand Satellite 最優秀

賞」、「APICTA 2014 Best Startup 最優秀賞」、「Princess IT Awards 2013 Thailand OUSTANDING 

TECHNOLOGY 賞」などを受賞したことで、日本を含む世界各国の企業から STAMPの導入検討に関

する引き合いが増加する等、同システムの注目度が飛躍的に高まったことを受け、Mobiliti 

Company Ltd は、今後 STAMP のより積極的なグローバル展開を進めるため、STAMP に係る事業を

行う新たな法人として、2014 年、シンガポールに STAMP Pte Ltd.を設立いたしました。 

 

また、海外投資会社からも STAMP の電子認証システム及び高いセキュリティ機能が着目され、

2015年８月初旬、Golden Gate Ventures、Altpoint Ventures の２社が STAMP Pte に対して出

資を行うことを決定いたしました。 

 

このような背景の中、Ｋ２Ｄは、STAMP Pte より、上述のグローバル展開の一環として、日本
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国内における STAMP のマーケット戦略に関する打診を受け、2015 年１月頃から、同システムの

日本国内導入・普及に向けた広範囲な市場調査や日本国内の大手企業複数社との交渉を行って

まいりました。 

その結果、日本国内における新規顧客開拓が順調に進捗し、更なる事業拡大が見込めたことか

ら、Ｋ２Ｄは、STAMP Pte との間で合弁契約を締結することを前提として 2015年６月 29日付に

て Stamp Technologies Japan 株式会社を設立し、今般、Stamp Pteとの間で、STJ による STAMP 

Pteを割当先とする第三者割当増資により Stamp Pteが新たに株主となることを前提とした合弁

契約の締結を実行しました。また、これと共に、STJと Stamp Pte との間で、日本国内における

独占販売契約及びライセンス契約の締結を実行しデジタル認証システム「STAMP」を活用した事

業を開始することといたしました。 

 

２．合弁会社の今後の事業展開 

STAMP を企業・店舗が導入することにより、多面的な顧客情報の管理、管理データに基づいた

効果的なプロモーションやクーポン戦略が可能となるほか、同システムにおける最大の特徴は、

ユニーク ID と OTP を組み合わせた独自の電子指紋生成技術による安全で確実な本人認証の実現

であり、今後は、ポイントカードシステムとしてだけでなく、高度なセキュリティ技術を活用し、

決済システムとの連携等を視野に入れたサービス展開を目指しております。 

今後、STJでは、STAMP Pte の有する STAMPのテクノロジーをもとに、紙媒体のスタンプカー

ドの代替サービスに留まらず、複数の通貨、電子マネー、電子ポイント、クレジットカード、銀

行預金、仮想通貨の決済を行うモバイル決済を視野に入れた事業を展開してまいります。 

 

３．設立した孫会社の概要 

① 名 称 Stamp Technologies Japan 株式会社 

② 所 在 地 東京都港区六本木 4-8-7 六本木三河台ビル 9F 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役 髙木 啓太 

④ 事 業 内 容 
アプリケーションソフトウェアの企画、開発、販売、ビジネス

モデルのコンサルティング業務 

⑤ 資 本 金 510万円 

⑥ 設 立 年 月 日 2015年 6月 29日 

⑦ 大株主及び持分比率 Ｋ２Ｄ株式会社 100%  

 

 

４．合弁相手先の概要 

① 名 称 STAMP Pte Ltd. 

② 所 在 地 100 AM Building #16-01, 100 Tras Street, Singapore 079027 

③ 代表者の役職・氏名 CEO & 創設者 Opas Lopansri 

④ 事 業 内 容 
Stamp Technologies を搭載したハードウェアの企画、開発、

販売 

⑤ 資 本 金 USD 800,000 

⑥ 設 立 年 月 日 2014年 10月 

⑦ 大株主及び持分比率 

Opas Lopansri：64.60% 

Vit Niennattrakul：14.00% 

Golden Gate Ventures FundⅡ LP:11.25% 

Altpoint Ventures Holdings LLC:8.75% 

Sura Rodpongpun：1.40% 

⑧ 上場会社と当該会社と

の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 

該当事項はありません。 

⑨ 純 資 産 SGD1,106,380 

⑩ 総 資 産 SGD1,106,380 

 

５．第三者割当増資の概要 

① 発 行 済 株 式 総 数  51,000株 

② 発 行 新 株 式 総 数  49,000株（予定） 
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③ 増資後発行済株式総数 100,000株（予定） 

④ 発 行 価 格 １株につき 500 円（予定） 

⑤ 発 行 総 額 24,500,000 円（予定） 

⑥ 払 込 期 日 平成 27年 8 月 31日 

⑦ 増 資 前 持 株 比 率 Ｋ２Ｄ株式会社 100% 

⑧ 増 資 後 持 株 比 率 
Ｋ２Ｄ株式会社 51% 

STAMP Pte Ltd. 49% 

 

６．日程 

 取締役会決議日   ：平成 27年８月 17日 

 合弁契約締結日   ：平成 27年８月 17日 

 払込及び割当期日  ：平成 27年８月 31日 

 

７．今後の見通し 

 本件による当社連結業績への影響については、現在精査中であるため、確定次第速やかにお知

らせいたします。 

 

以  上 


